
2007年と2009年，文部科学省科研費基盤Ａ「チ

ベット高原横断鉄道による野生動物への影響に関す

る研究」（代表 星野）のため，青海省チベット高原

（標高2,800mから5,000m程度）での小哺乳類捕

獲調査を実施し［1］，９種の哺乳類が捕獲された［2］。

また，その捕獲調査では用いたスナップ型あるいは

カゴ型のトラップに５種10個体のスズメ目鳥類も

捕殺され，エタノール固定標本として登録・保存さ

れた。これら標本は小哺乳類のものと同様，中華人

民共和国林業部西北頻危動物研究所（西安市）に保

存された。哺乳類についての詳細はMotokawa et
 

al.［2］で記載された。今回，まず，約２年ないし半年

間70％エタノール液に保存されていた鳥類標本に

ついて，2010年３月16日から18日，これを容器か

ら取り出し，数時間室温放置で概ね乾燥させた（図

１）。

この後，それらの計測値と形態的特徴にこれまで

の分布情報を加味し，Yan et al.［3］を用い仮同定し

た。以下には，ノギスにより測定した主要な外部計

測値を記載（長さmm，体重 g）し，今後，より詳細

な分類学的な検討をする際の基礎知見とした。

Motokawa et al.［2］では鳥類標本を４種９個体とし

たが，５種10個体であったので本稿で訂正したい。
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図1．西北省頻危動物研究所にエタノール液浸保存

された鳥類標本を乾燥させている状態



なお，剖検の時間的な制約から性別確認が不可能で

あったため，未記録となった。また，M で始まる番

号は京都大学博物館の登録番号で，下２桁05から

15は2007年，49から93は2009年の調査で捕獲さ

れたものである。さらに，それぞれの個体から得ら

れた寄生虫は筆頭著者により分析中であり，その公

表データとの整合性を鑑み，彼が兼任する酪農学園

大学野生動物医学センターWAMCのASではじま

る登録番号（カルテ番号兼用）もM 番号直後括弧内

に附記した。このように，採集された動物には日本

側施設の登録番号が付与されているものの，繰り返

しにはなるが，標本自体は現在，西北省頻危動物研

究所に保存されている。

Emberiza cioides
 

M 11005（As9686）採集年月日20070823，採集地

Butongquan不凍泉，全長182.5，翼開長337.0，全

頭長38.8，嘴幅（鼻孔部）4.2，嘴高（鼻孔部）4.8，

全嘴峯長16.6，露出嘴峯長？，自然翼長119.0，全

翼長？，尾長79.0，ふしょ長23.8，体重39.8

Montifringilla ruficollis
 

M 11008（As9687）採集年月日20070823，採集地

Butongquan不凍泉，全長138.0，翼開長248.0，全

頭長28.8，嘴幅（鼻孔部）8.3，嘴高（鼻孔部）8.6，

全嘴峯長9.1，露出嘴峯長？，自然翼長119.0，全翼

長？，尾長79.0，ふしょ長23.8，体重22.2

Montifringilla adamsi
 

M 11010（As9688）採集年月日20070824，採集地

Fenghuoshan風火山，全長150.0，翼開長252.0，全

頭長27.4，嘴幅（鼻孔部）6.8，嘴高（鼻孔部）7.7，

全嘴峯長10.1，露出嘴峯長？，自然翼長74.5，全翼

長？，尾長53.0，ふしょ長20.2，体重26.4

M 11013（As9689）採集年月日20070824，採集地

Xiushuihe秀水河，全長146.0，翼開長252.0，全頭

長30.7，嘴幅（鼻孔部）7.2，嘴高（鼻孔部）7.7，

全嘴峯長8.8，露出嘴峯長？，自然翼長93.0，全翼

長？，尾長53.0，ふしょ長19.4，体重28.0

M 11082（As9690）採集年月日20090811，採集地

Xiushuihe 秀水河と Fenghuoshan風火山との中

間地点，全長157.0，翼開長260.0，全頭長35.4，嘴

幅（鼻孔部）6.5，嘴高（鼻孔部）7.3，全嘴峯長14.5，

露出嘴峯長10.1，自然翼長94.0，全翼長95.0，尾長

61.0，ふしょ長21.8，体重27.8

Montifringilla blanfordi
 

M 11092（As9691）採集年月日20090813，採集地

Kokoshiri-2nd birdge可可西里第２号橋，全長

120.0，翼開長262.0，全頭長30.8，嘴幅（鼻孔部）

5.7，嘴高（鼻孔部）5.4，全嘴峯長12.7，露出嘴峯

長7.5，自然翼長95.5，全翼長96.3，尾長53.0，ふ

しょ長18.0，体重27.6

M 11093（As9692）採集年月日20090813，採集地

Kokoshiri-2nd birdge可可西里第２号橋，全長

149.0，翼開長262.0，全頭長30.8，嘴幅（鼻孔部）

8.9，嘴高（鼻孔部）7.4，全嘴峯長12.9，露出嘴峯

長8.2，自然翼長98.5，全翼長99.3，尾長56.0，ふ

しょ長17.6，体重？

Melanocorypha maxima
 

M 11015（As9693）採集年月日20070824，採集地

Wudaoliang五道梁，全長155.5，翼開長272.0，全

頭長41.6，嘴幅（鼻孔部）5.9，嘴高（鼻孔部）6.6，

全嘴峯長15.2，露出嘴峯長？，自然翼長93.5，全翼

長？，尾長63.0，ふしょ長30.9，体重38.2

なお，この場所では本種が2009年調査時でも２個

体が生きた状態で捕獲されたので（ケージトラッ

プ），放鳥した。

M 11049（As9694）採集年月日20090805，採集地

Kunlunshankuo崑崙山口，全長160.0，翼開長

290.0，全頭長47.0，嘴幅（鼻孔部）6.1，嘴高（鼻

孔部）6.5，全嘴峯長25.0，露出嘴峯長19.8，自然

翼長95.0，全翼長98.0，尾長72.0，ふしょ長30.4，

体重36.4

M 11063（As9767）採集年月日20090806，採集地

Kunlunshankuo崑崙山口，全長152.0，翼開長

276.0，全頭長41.3，嘴幅（鼻孔部）5.9，嘴高（鼻

孔部）5.6，全嘴峯長20.1，露出嘴峯長14.6，自然

翼長90.0，全翼長92.0，尾長72.0，ふしょ長28.2，

体重35.8
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Summary
 

In the summers of 2007 and 2009, we surveyed the small mammals in Qinghai Province of China, at
 

elevations from about 2,800 m up to 5,000 m above sea level with use of snap and/or cage traps. Ten bird
 

individuals belonging to 5 passerine species(Emberiza cioides,Montifringilla ruficollis,Montifringilla adamsi,

Montifringilla blanfordi, Melanocorypha maxima) were obtained accidentally, and its standard external
 

measurements were recorded here from them.
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